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１．�クレディ・スイス・グループの経営
難から救済買収までの主な経緯

⑴　�クレディ・スイス・グループの経営難の主な
背景

　クレディ・スイス・グループ（CS）が経営難

に陥りUBSグループ（UBS）による救済買収に至っ

た主な背景は、大規模で急速な流動性の低下であ

り、個社要因のほか、市場環境などの外部要因も

加わった。主な要因として、①複数の不祥事を抱

えるなどガバナンスおよびリスク管理の問題、

②顧客による信認の重要性が高いウェルス・マネ

ジメント事業の資金・預金規模の大きさ、③赤字

が継続する中での複雑な事業再編策の公表、④米

国地銀の破綻による銀行不安、⑤ソーシャルメ

ディアを含むネガティブなメディア報道の急増と

グローバルな情報拡散、⑥デジタル手段により行

われる急速な資金移動、などが挙げられる。

　CSはグリーンシルやアルケゴス関連で多額の

損失を計上するなど不祥事が続き、投資銀行の収

益改善も進まず、2022年12月期（会計年度）第

３四半期（FY12／2022Q3）まで４四半期連続

で純損失を計上した。2022年10月（2022年12

月期第４四半期）にソーシャルメディアの噂を発

端にCSの経営に不安が広がり、ウェルス・マネ

ジメント事業の新規資金・資産（－950億ドル）
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